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宗佐遺跡
そ う さ い せ き

（加古川市八幡町宗佐）の発掘調査成果と現地説明会について 

 
内  容  
東播磨南北道路北工区（主要地方道加古川小野線）道路改築事業に伴って、兵庫県

教育委員会は(公財)兵庫県まちづくり技術センターに委託して、宗佐遺跡（そうさいせ

き）の発掘調査を進めています。 
これまでの調査の結果、弥生時代の集落跡等が見つかっています。 

 調査成果を広く県民に公開するため、現地説明会を開催します。 
  
【調査成果】 

   別紙、宗佐遺跡調査成果の概要のとおり 
 
【現地説明会】 
○日時：平成 30 年７月 21 日(土) １３：３０～１５：００ 

  ○場所：宗佐遺跡発掘調査現場（加古川市八幡町宗佐）別紙地図参照 
 
 ※現地説明会・遺跡の内容に関する問い合わせ先は下記のとおりです。 
 
〈現地説明会にかかる問い合わせ先〉 

宗佐遺跡他発掘調査現地事務所 
        担当 篠宮正課長、垣内拓郎主査、三好愛美臨時的専門職員 

℡０７９（４３８）３１８８ 
 （土・日・祝日を除く 12:10～13:00、17:00～18:00） 
 

〈遺跡の内容にかかる問い合わせ先〉 

（公財）兵庫県まちづくり技術センター 

        担当 埋蔵文化財調査部次長 甲斐 昭光 

        ℡０７９（４３７）５５６１（土・日・祝日を除く） 

県立考古博物館 

        担当 埋蔵文化財課長 中川 渉 

        ℡０７９（４３７）５５９５（土・日・祝日を除く） 

 

            

 



宗佐遺跡（C地区）調査成果の概要 

 
１ 遺 跡 名  宗佐遺跡（そうさいせき） 

２ 遺跡の種別  集落遺跡 

３ 遺跡の時代  弥生時代後期～古墳時代初頭、平安時代中頃、戦国時代 

４ 所 在 地  加古川市八幡町宗佐 

５ 調 査 面 積  約１，８００㎡ 

６ 調 査 期 間  ４月 10 日～９月７日（予定） 

７ 調 査 原 因   東播磨南北道路北工区（主要地方道加古川小野線）道路改築事業 

８ 調 査 主 体 兵庫県教育委員会 

９ 調 査 機 関 （公財）兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部 

篠宮正課長、垣内拓郎主査、三好愛美臨時的専門職員 

10 調査の概要 

宗佐遺跡（C地区）は、印南野台地（いなみのだいち）の西側に深く刻まれた開析谷の入

口部分に立地する。調査の結果、現在は平坦地となっている谷の中央には、かつては西側へ

抜ける谷川が流れており、その周辺には人々が生活を営んでいた様子が、次のとおり明らか

になった。 
 

《弥生時代の終わり～古墳時代の初め頃（約 1800 年前）》 

① 谷川の南側に面する小さな尾根に竪穴住居（たてあなじゅうきょ）が５棟みつかった。 
② 内訳は、直径約８ｍの円形住居１棟、一辺約４ｍの方形住居２棟、一辺約５ｍの方形住

居１棟、この他に対辺長約８ｍの六角形の住居１棟である。昨年度の成果と合わせて計

10 棟となる。 
③ 住居群西側の一段低い場所に、谷川から南側に引水するためとみられる南北方向の溝（幅

約１～1.5ｍ）がみつかり、周辺の人々が谷川の水を利用している様子が明らかとなった。 
 

《平安時代中頃（約 1100 年前）》 

弥生時代の溝より東側の少し高い位置で、弥生時代のものと同様に谷川から南側に引水す

るための南北方向の溝（幅約１ｍ）がみつかった。溝からはまとまった状態で土器が出土し

ており、この頃にも谷川の水を利用した生活が営まれていたことが明らかとなった。 
 

《戦国時代（約 500 年前）》 

① 中世の柱跡も多数みつかっており、複数の建物が存在していた。 
② 戦国時代には、洪水等で谷奥から運ばれた大量の土砂によって谷川（幅８ｍ前後、深さ

２ｍ前後）が埋没したことが明らかとなった。 
 

《近世以降～現代》 

谷川の埋没後、調査区東端部では土を盛り上げた堤（つつみ）が築かれ、当地に田畑が形

成された様子が調査地の地層調査から明らかとなった。その後、現代に至るまでに谷奥のた

め池や用水路、井戸等が整備され、谷を由来とする水を確保し、利用し続けている状況が明

らかとなった。 
 
 
 
 



11 まとめ 
① 弥生時代後期から谷川の水を利用しながら人々の生活が営まれていたが、戦国時代に発

生した洪水等で谷川は埋没したことが明らかとなった。 
② 約 500 年前の谷川埋没後に堤を築いて災害対策とする一方で田畑を開墾し、現代までに

ため池等を整備しながら谷川の水を確保し、利用する人々の生活が連綿と営まれていた

ことが明らかとなった。 
③ 水の確保が困難な印南野台地において、自然災害と葛藤しながらも、水を獲得してきた

人々の生活の営みの歴史を明らかにするうえで重要な成果といえる。 



 

 

 

宗佐遺跡  

現地説明会開催場所 

※現地説明会場所および周辺は駐車

場がありません。 

※発掘調査現場の出入り口付近は交

通量が多いため、交通事故等にご

注意ください。 

 

宗佐遺跡発掘調査現地説明会 会場位置図 

宗佐遺跡他 

発掘調査 

現場事務所 

 

出入り口 
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宗佐遺跡（C
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